
資料３ 
報告事項３ 地域公共交通確保維持事業費補助金における 

事務手続き等の変更について 
１．報告事項 
 「地域公共交通確保維持改善事業」によるバス事業経費に対する補助金の事務手続
きは、「補助金の計画作成・提出」、「事業実施」、「事業評価」、「交付申請・補助金受理」
の概ね４段階があり、地域間幹線系統、フィーダー系統において、本協議会、バス事
業者、愛知県公共交通協議会がそれぞれの事務手続きを実施しております。 
 来年度以降、継続して補助金を活用するためには、一部事務手続きの変更が必要と
なりますので、その変更概要について報告いたします。 
 
２．変更内容（変更部分を赤字で表現） 

№ 系統名 
・対象路線 

補助金の計画
策定・提出 

(R6.6) 

事業実施 
(R6.9 

〜R7.10) 

事業評価 
(R8.1) 

交付申請・ 
補助金受理 

(R7.11〜R8.3) 

１ フィーダー系統 
・あんくるバス 

安祥線、 
循環線(右・左) 

安城市総合交
通会議 
（提出計画変
更）※1 

バス事業者 安城市総合交
通会議 

バス事業者 
  ↓ 
安城市総合交
通会議※3 

２ 地域間幹線系統 
・あんくるバス 

⻄部線、 
作野線、 

 東部線 

愛知県公共交
通協議会 
  ↓ 
安城市総合交
通会議※2 

バス事業者 愛知県公共交
通協議会 
  ↓ 
安城市総合交
通会議※2 

バス事業者 
  ↓ 
安城市総合交
通会議※3 

3 地域間幹線系統 
・名鉄バス 

岡崎･安城線 

愛知県公共交
通協議会 

バス事業者 愛知県公共交
通協議会 

バス事業者 

※1 国へ提出する計画が変更となりますが、内容は現行とほぼ変更ありません。 
※2 愛知県にて策定していた計画を本協議会で作成します。 
   同様に、計画策定者である本協議会が、事業の評価も実施します。 
※3 これまでバス事業者に交付されていた補助金を本協議会に交付されます。 
   なお、交付された補助金は、安城市と本協議会との覚書の一部内容を変更し、安

城市へ負担金として支払います。 
 
３．資料 
・資料３−１ フィーダー系統補助に係る変更について 
・資料３−２ 地域間幹線系統補助に係る変更について 
・資料３−３ 安城市と安城市総合交通会議との覚書について 



（１）補助金・事務手続き等の変更イメージ図

安城市総合交通会議

・地域の交通を維持確保するための計画
「生活交通確保維持改善計画」を作成

バス事業者

・名鉄バス(株)
・東伸運輸(株)
・大興タクシー(株)

安城市

・確保維持計画に基づき、
バス事業実施のための
事務・予算措置

・協定に基づき、
安城市総合交通会議の
利用促進事業に対する
事業費負担

国

地域公共交通確保維持
改善事業費補助金交付
要綱に基づき、補助金
交付

協定※1

交付申請

補助対象事業者

補助金交付

計画
提出

計画
認定

安城市総合交通会議

・地域の交通を維持確保するための計画
「地域公共交通計画別紙」を作成

・あんくるバス運行事業について、協定に基づき
国庫補助額分の事業費を安城市へ負担

バス事業者

・名鉄バス(株)
・東伸運輸(株)
・大興タクシー(株)

安城市

・地域公共交通計画に
基づき、バス事業
実施のための事務・
予算措置

・協定に基づき、
安城市総合交通会議の
利用促進事業に対する
事業費負担

公共交通利用者

国

地域公共交通確保維持
改善事業費補助金交付
要綱に基づき、補助金
交付

サービス提供

交付申請

補助金交付

計画
提出

計画
認定

補助対象事業者
（令和７年度事業※以降）

サービス提供

覚書※2

※1 バス事業者と安城市が締結しているあんくるバスの運行に関する運行協定
※2 安城市総合交通会議の事業費負担について、安城市総合交通会議と安城市が毎年締結している覚書

協定※1

覚書※2

変更① 国へ提出する計画の変更
・「生活交通確保維持改善計画」（例年６月作成・提出） → 「安城市地域公共交通計画」提出とともに「地域公共交通計画別紙」を作成・提出
・「地域公共交通計画別紙」の記載内容は「生活交通確保維持改善計画」とほぼ同じ（内容は令和６年度第１回目の会議にて説明予定）

変更② 補助金の交付申請者及び補助金交付者が変更
・これまでバス事業者から国へ提出していた補助金の交付申請を安城市総合交通会議が実施
・補助金の交付者も同様に、国からバス事業者へ交付されていた補助金が安城市総合交通会議に交付

変更③ 交付された補助金の取り扱いに関連する覚書の変更
・現在 ：バス事業者へ交付された補助金は、運行協定により安城市が支払う金額から差し引いて清算 ＝ 間接的に安城市へ補助金が交付される

・今後 ：安城市総合交通会議へ交付された補助金は、あんくるバス運行事業の一部として負担 ＝ 関節的に安城市へ補助金が交付される
現在、安城市総合交通会議の事業費は安城市との覚書によって安城市が負担しているが、
令和６年度より覚書の記載を追加変更し、安城市総合交通会議が補助金の範囲内であんくるバス運行事業の一部を負担
（実際に補助金が会議に交付されるのは令和７年度末で、令和７年度予算から総合交通会議の負担金として歳出に計上）

（現 状）

※令和７年度事業 事業期間 ：令和６年１０月１日～令和７年９月３０日
補助金交付：令和８年４月ごろ

公共交通利用者

変更
②

変更
①

変更
③

（２）変更内容の概要

フィーダー系統補助に係る変更について 資料３ー１



愛知県公共交通協議会

・地域の交通を維持確保するための計画
「生活交通確保維持改善計画」を作成

バス事業者

・名鉄バス(株)
・東伸運輸(株)
・大興タクシー(株)

安城市

・確保維持計画に基づき、
バス事業実施のための
事務・予算措置

・協定に基づき、
安城市総合交通会議の
利用促進事業に対する
事業費負担

国

地域公共交通確保維持
改善事業費補助金交付
要綱に基づき、補助金
交付

協定※1

交付申請

補助対象事業者

補助金交付

計画
提出

計画
認定

安城市総合交通会議

・地域の交通を維持確保するための計画
「地域公共交通計画別紙」を作成

・あんくるバス運行事業について、協定に基づき
国庫補助額分の事業費を安城市へ負担

バス事業者

・名鉄バス(株)
・東伸運輸(株)
・大興タクシー(株)

安城市

・地域公共交通計画に
基づき、バス事業
実施のための事務・
予算措置

・協定に基づき、
安城市総合交通会議の
利用促進事業に対する
事業費負担

公共交通利用者

国

地域公共交通確保維持
改善事業費補助金交付
要綱に基づき、補助金
交付

サービス提供

交付申請

補助金交付

計画
提出

計画
認定

補助対象事業者
（令和７年度事業※以降）

サービス提供

※1 バス事業者と安城市が締結しているあんくるバスの運行に関する運行協定
※2 安城市総合交通会議の事業費負担について、安城市総合交通会議と安城市が毎年締結している覚書

協定※1

覚書※2

変更① 国へ提出する計画の申請者の変更
・計画の策定・申請者が愛知県公共交通協議会から安城市総合交通協議会へ変更
・「生活交通確保維持改善計画」（例年６月作成・提出） → 「安城市地域公共交通計画」提出とともに「地域公共交通計画別紙」を作成・提出
・「地域公共交通計画別紙」の記載内容は「生活交通確保維持改善計画」とほぼ同じ（内容は令和６年度第１回目の会議にて説明予定）

変更② 補助金の交付申請者及び補助金交付者が変更
・これまでバス事業者から国へ提出していた補助金の交付申請を安城市総合交通会議が実施
・補助金の交付者も同様に、国からバス事業者へ交付されていた補助金が安城市総合交通会議に交付

変更③ 交付された補助金の取り扱いに関連する覚書の変更
・現在 ：バス事業者へ交付された補助金は、運行協定により安城市が支払う金額から差し引いて清算 ＝ 間接的に安城市へ補助金が交付される

・今後 ：安城市総合交通会議へ交付された補助金は、あんくるバス運行事業の一部として負担 ＝ 関節的に安城市へ補助金が交付される
現在、安城市総合交通会議の事業費は安城市との覚書によって安城市が負担しているが、
令和６年度より覚書の記載を追加変更し、安城市総合交通会議が補助金の範囲内であんくるバス運行事業の一部を負担
（実際に補助金が会議に交付されるのは令和７年度末で、令和７年度予算から総合交通会議の負担金として歳出に計上）

（現 状）

※令和７年度事業 事業期間 ：令和６年１０月１日～令和７年９月３０日
補助金交付：令和８年４月ごろ

公共交通利用者

変更
②

変更
①

変更
③

フィーダーの
変更内容と同じ

フィーダーの
変更内容と同じ

フィーダーの
変更内容と同じ

地域間幹線系統補助に係る変更について

（１）補助金・事務手続き等の変更イメージ図

（２）変更内容の概要

資料３ー２



（協定・現行） （協定・変更案）

安城市と安城市総合交通会議との覚書について 資料３ー３


